
GSCNは化学技術の革新を通して
「人と環境の健康・安全」を目指し，
持続可能な社会の実現に貢献する

活動を推進する組織です

持続可能な社会の実現に向けて

環境省環境保健部長 滝澤秀次郎

地球温暖化を始め地球規模での環境の劣化がますます深刻なものとなっ

ています。また、私たちの身近なところでは、廃棄物の最終処分場のひっ

迫や不法投棄が重要な問題となっているほか、貴重な自然や生態系の破壊、

化学物質による環境汚染などが問題となっています。

これらの環境問題の多くは、家庭などにおける私たちの日常生活や、通

常の事業活動を原因とするものであり、これまでに私たちが前提としてき

た社会経済の在り方そのものに起因するものであると言えます。このため、

豊かさを維持しながら環境への影響ができる限り少なくなるような社会、

すなわち環境の保全と経済の活性化を同時に実現する社会へと変えていくことが必要です。

環境省は、こうした社会経済の大転換を進めるため、「循環型社会の構築」と「脱温暖化社

会の構築」の２つを基軸とし、さらには、大気環境や水環境の保全、化学物質対策の推進とい

った「安全・安心な社会」を構築するための施策などを推進しています。

このような取組の推進のためには、製品の製造過程・使用形態・使用後の処理過程における

人と環境に対する影響や環境負荷を低減する革新的な化学技術の開発・普及が重要であり、化

学技術を始めとする環境技術の開発・普及や環境産業の育成・振興が不可欠です。

このような中で、化学技術の革新を通して「人と環境の健康・安全」を目指し、持続可能な

社会の実現に貢献する活動を進めているグリーン・サステイナブル ケミストリー ネットワー

ク（GSCN）の役割はますます高まってきております。
環境省としましても、今後とも、このような持続可能な社会の実現に向けたＧＳＣの取組を

支援してまいりたいと思います。

（GSCNについては URL http://www.gscn.net/ をご覧ください。）



グリーン・サステイナブルケミストリー（GSC）とリスクコミュニケーション
環境省環境保健部環境安全課 荒木真一

大量生産・大量消費・大量廃棄の現代社会では、様々な化学物質が大量に使用され、その一部が環境中に放
出されており、それに伴う人の健康や環境に対する影響についての国民の不安が生じています。また、市民、
事業者及び行政の間での環境リスクに対する理解の相違等に起因する問題がしばしば生じています。
このような中で、環境省では、化学物質問題をより身近なものにし、化学物質やその環境リスクに対する理

解を深め、市民の化学物質に対する不安の解消と、市民、産業界及び行政等社会全体で化学物質による環境リ
スクの削減のための取組を進めるリスクコミュニケーションの推進を図っています。

（化学物質と環境リスク）
私たちは、家電製品や医薬品、衣料品などとして

多種多様な化学物質を利用し、便利で快適な生活を
送っています。一方で、化学物質が私たちの健康や
環境に及ぼす影響についての情報に触れ、不安を感
じることがあります。
私たちの身の回りにあるあらゆるものは、天然物

であるか人工物であるかの違いはあるものの、全て
がいわゆる“化学物質”から出来ており、何らかの
環境リスクを包含していると考えられます。このよ
うな化学物質と私たちの暮らしや社会経済生活との
関係、化学物質が有する環境リスクを正しく理解し
ながら、市民、産業界、学術界及び行政に属する
方々が互いに協力し合うことで、化学物質による環
境リスクを削減するための取組を進めていくことが、
化学物質による環境汚染の防止と持続可能な社会の
構築には必要不可欠です。

（リスクコミュニケーションに関する取組）
環境省では、現在、化学物質と環境に関するリス

クコミュニケーションについて以下のような取組を

進めています。

（GSCとリスクコミュニケーション）
私たちにとって、最先端の化学技術を理解するこ

とは容易ではありません。そのため、市民に対して

化学技術の効用だけを一方的に説明することは、化

学物質が持つ環境リスクに対する正しい理解がおろ

そかになり、逆に市民の不信感を生む可能性があり

ます。

化学技術の革新を通して「人と環境の健康・安全」

を目指し、持続可能な社会の実現に貢献する活動を

進めているグリーン・サステイナブル ケミストリー

ネットワーク（GSCN）におかれましては、化学技
術の有する効用だけでなく、同技術が有する問題点

や新たな検討課題等についても説明し、市民を含め

広く社会の理解を得ながら、すなわちリスクコミュ
ニケーションを実施しながら化学技術の普及を進め
ていただければと考えております。

GSCへの期待はますます高まっており、今後とも、
このような持続可能な社会の実現に向けたGSCの取
組を支援してまいりたいと思います。

化学物質と環境に関するリスクコミュニケーション

リスクコミュニケーションとは

環境省の取組

情報提供

情報提供 参加

客観的かつ中立的な知見の提供整備された情報の解説

リスクコミュニケーションとは、化学物質による環境リスクに関する正確な情報を市民、
産業、行政等のすべての者が共有しつつ、相互に意思疎通を図ること。

化学物質や環境リスクについて分かりやすい情
報の作成、提供

・リスクコミュニケーションホームページの設置
・PRTRデータを読み解くための市民ガイド
ブックの作成

・化学物質ファクトシートの作成
・学習関連資料の普及等

市民、産業、行政等による、化学物質の環境リ
スクに関する情報の共有及び相互理解の促進

・市民、産業、行政等からなる「化学物質と環
境円卓会議」の開設・運営（13年度～）

情報の整備 場の提供

身近な化学物質に関する疑問に対して対応する人材の育成やリスクコミュニケーションの
手法の開発等

・自治体向けのリスクコミュニケーションマニュアルの作成（13年度）
・化学物質アドバイザー事業（14年度～）

対話の推進

市民



１．背 景
エポキシ樹脂組成物は、優れた絶縁性、接着性、

耐熱性等を持つことから、電子部品類の主要部材で

ある半導体用モールド材やプリント基板用絶縁材と

して広く用いられている。通常、エポキシ樹脂組成

物には、火災防止のためハロゲン化合物等からなる

難燃剤が添加されているが、これらは廃棄後、焼却

された際に、ダイオキシン類等の有害物質の発生源

となり、深刻な環境汚染問題を引き起こす可能性が

ある。そこで、高度な環境安全性と実用性を両立で

きる難燃性エポキシ樹脂組成物の開発と、これを利

用した半導体用モールド材やプリント基板用絶縁材

の実用化が望まれていた。

２．自己消火性エポキシ樹脂組成物の開発
芳香族化合物を主鎖に含む特殊構造（フェノール

アラルキル型）のエポキシ樹脂と硬化剤からなるエ

ポキシ樹脂組成物を開発し（図１）、難燃剤を使用し

なくても、高度な難燃性（自己消火性）を達成した。

この高度な難燃性は、着火時に樹脂自体が発泡化

して樹脂表面に断熱層を形成する、新しい難燃化機

構によって実現できた（図２、基本研究はNEC、応

用研究はＮＥＣと住友ベークライト）。

３．環境調和型モールド材の開発
自己消火性エポキシ樹脂組成物を基に、シリカ充

填材や他の配合剤を最適化して、最先端の半導体用

に難燃剤無添加の環境調和型モールド材を実用化し

た（NECと住友ベークライトで共同）。本モールド

材は、これまでにない高度な環境安全性とともに、

最高レベルのハンダ耐熱性等の優れた実用性を達成

しているため、世界規模での利用が進んでおり、先

端モールド材の中核となりつつある。

４．環境調和型プリント基板の開発
自己消火性エポキシ樹脂組成物と着火時に吸熱作

用を示す安全な金属水和物を併用することで、有害

難燃剤無添加での高度な難燃性と他の優れた実用特

性を実現するプリント基板用絶縁材料を開発した。

現在、環境対応型電子機器への早期な適用を目指し、

製品化を進めている（NEC）。

環境安全性に優れた自己消火性エポキシ樹脂組成物の
開発と電子部品への適用

日 本 電 気 株 式 会 社 木内　幸浩、位地　正年
住友ベークライト株式会社 鈴木　博之、大須賀博規

環境負荷の大きいハロゲン系などの難燃剤を一切添加せずに、自己消火機能をもつ難燃性エポキシ樹脂組成
物を開発し、ICモールド材やプリント基板用絶縁材に適用した。この自己消火性エポキシ樹脂組成物は主と
して、ノボラック構造中に芳香族化合物をもつフェノールアラルキル型のエポキシ樹脂と硬化剤からなり、着
火時に樹脂表面で発泡化することで高度な難燃性を実現している。また、このエポキシ樹脂組成物を使用した
モールド材やプリント基板は、ハンダ耐熱性をはじめとする実用特性なども優れている。

フェノールアラルキル型エポキシ樹脂
－硬化剤の架橋構造

・樹脂の分解ガスによって安定な発泡化が可能
・耐水性、高温密着性も良好で、はんだ耐熱性向上に寄与

架橋構造中への多芳香環化合物の
含有で、低架橋密度＋高耐熱分解性を実現

図1 自己消化性エポキシ樹脂硬化物の架橋構造

2003年度GSC賞－環境大臣賞

熱分解ガス（CO2、炭化水素、等）
着火面

発泡層の形成

→ 断熱 → 自己消化

樹脂

図2 自己消化性エポキシ樹脂硬化物の燃焼断面



（社）化学工学会 （社）近畿化学協会 （社）高分子学会 （社）高分子学会
高分子同友会　触媒学会（社）石油学会 （社）日本化学会 （社）日本ゴ
ム協会 （社）日本分析化学会 （独）産業技術総合研究所　塩ビ工業・環
境協会（社）化学情報協会　ケイ素化学協会（社）新化学発展協会
石油化学工業協会（社）日本化学工業協会（社）日本塗料工業会
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研究所 （財）バイオインダストリー協会 （財）油脂工業会館 （財）化学
技術戦略推進機構

101-0051 東京都千代田区神田神保町 1-3-5
Tel 03-5282-7866　Fax 03-5282-0250
URL http://www.gscn.net/

事 務 局

グリーン・サステイナブル  ケミストリー  ネットワーク（GSCN）

編集委員：鈴木 正昭(主査・東工大)、尾中　篤(東京大)、黒川 幸郷(日化会)、戸村 健司(住化情報)、

松村 幸彦(広島大)、南里 靖雄(塗工会)、美濃輪 智朗(産総研)、堀内 等希夫(JCII)

第5回GSCシンポジウムのご案内
日時： 2005年 3月 7日(月)～ 3月 8日（火）
場所：学術総合センター・一橋記念講堂（東京）
主催：グリーン・サステイナブルケミストリーネットワーク（GSCN）
後援：経済産業省、文部科学省、環境省、日本学術会議、新エネルギー・産業技術総合開発機構、日本経済団体連合会等
基調講演：「光触媒の現状と将来展開」藤嶋　昭　神奈川科学技術アカデミー理事長

「LCA (ライフサイクル解析) とリスク解析の関係を考える」中西　準子 産業技術総合研究所　化学物質リス
ク管理研究センター長
「RightfitTM Pigments： Organic Pigments with Right Environmental Impact, Right Performance
Characteristics.」Amrit Bindra  Engelhard Corporation
「Green and sustainable chemistry in China and recent work at USTC (University of Science and Technology of
China) 」Qing-Xiang Guo 中国科学技術大学　教授

登録料 一般：2005年 1月 17日 (月) まで ： 15,000円
2005年 1月 18日 (火) 以降 ： 17,000円

学生：2005年 1月 17日 (月) まで ： 7,000円
2005年 1月 18日 (火) 以降 ： 9,000円　

詳細プログラム＆申込方法：下記ホームページを参照願います。
http://www.gscn.net/event/index.html

GSCとは、化学技術の革新を通し、人と環境の健康・安全を目指し、持続可能な社会の実現に貢献する化学技術です。

平成16年度産総研環境・エネルギーシンポジウムシリーズ２
「21世紀の機能性化学品と製造技術」
―環境と機能の両立を目指して―

主催：独立行政法人　産業技術総合研究所
協賛：GSCネットワーク（GSCN）ほか
日時：平成 17年２月 18日（金）10:00～ 18:00
会場：タワーホール船堀（東京都江戸川区船堀 4-1-1、地下鉄都営新宿線船堀駅前）
特別講演
「高度部材産業の現状と政策課題」経済産業省製造産業局機能性化学品室長　渡邊　宏
「化学物質管理政策の世界的潮流」経済産業省製造産業局化学物質安全室長　辻　信一
産総研講演
口頭発表 9件
ポスター発表　55件　詳細は下記ホームページをご参照ください

参加費： 無料
問い合わせ先：〒 305-8565 茨城県つくば市東 1-1-1 つくば中央第五
産業技術総合研究所　環境化学技術研究部門　事務局　井上正義　電話 029-861-4456

申し込み方法及び詳細プログラム：下記ホームページをご参照ください
http://unit.aist.go.jp/isc/ または、e-mailまたは faxで、 e-mail: sympo050218@m.aist.go.jp fax： 029-861-4570

まで、参加者名、所属、職名、連絡先の郵便番号、住所、電話、fax、e-mailをご記入の上、お申し込みください。
事前登録締め切り：平成 17年 1月末日


